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日本共産党大田区議団
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E-mail
kugidan@jcp-ota.jp

ご意見・ご要望を
お寄せください。

日本共産党

大
田
区
議
団

ニ
ュ
ー
ス

福井りょうじ
地域・産業委員

スポーツ・観光推進特別委員
℡5754ｰ3028

佐藤　伸
総務財政委員

防災・安全対策特別委員
℡3298ｰ6362

清水菊美
総務財政委員

羽田空港対策特別委員
℡3766ｰ2630

金子悦子
こども文教委員

羽田空港対策特別委員
℡5711ｰ0350

黒沼良光
都市整備委員

スポーツ・観光推進特別委員
℡3735ｰ6467

すがや郁恵
こども文教委員

交通・臨海部活性化特別委員
℡3768ｰ5844

あらお大介
保健福祉委員

交通・臨海部活性化特別委員
℡3757ｰ9881

大竹辰治
保健福祉委員

防災・安全対策特別委員
℡3735ｰ2611

藤原幸雄
地域・産業委員

交通・臨海部活性化特別委員
℡3742ｰ2936

区
政
と
く
ら
し
の

相
談
は
お
気
軽
に

　

昨
年
、
安
倍
内
閣
は
安
全
保
障
関
連
法
︵
戦
争
法
︶

を
強
行
可
決
し
ま
し
た
。
憲
法
違
反
で
あ
り
立
憲
主
義

を
否
定
し
、
国
民
の
声
を
無
視
し
た
民
主
主
義
を
踏
み

に
じ
る
も
の
で
す
。
日
本
が
「
戦
争
で
き
る
国
」
に
な
っ

た
こ
と
で
「
テ
ロ
の
標
的
に
な
る
の
で
は
」
と
羽
田
空

港
を
抱
え
る
大
田
区
民
の
不
安
は
増
す
ば
か
り
で
す
。

　

第
３
回
定
例
会
で
他
党
に
呼
び
か
け
１２
人
の
超
党
派
で
戦
争
法
案
廃
止
の
意
見
書
を

提
出
し
、
１７
人
の
賛
同
を
得
て
街
頭
宣
伝
も
共
同
で
進
め
て
い
ま
す
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

で
、
区
民
の
暮
ら
し
も
商
工
業
者
等
の
営
業
も
厳
し
い
状
況
が
続
き
倒
産
・
廃
業
が
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
区
は
新
空
港
線
「
蒲
蒲
線
」
計
画
、
羽
田
空
港
跡
地
開
発

等
の
大
型
開
発
を
重
点
に
進
め
、
外
国
人
宿
泊
者
を
区
内
に
呼
び
こ
む
「
民
泊
」
を
国

内
第
１
号
で
実
施
し
ま
す
。
区
が
急
ぐ
べ
き
こ
と
は
、
特
養
ホ
ー
ム
や
認
可
保
育
園
の

増
設
、
中
小
企
業
へ
の
支
援
な
ど
区
民
の
声
に
こ
た
え
る
こ
と
で
す
。

　

日
本
共
産
党
区
議
団
は
区
民
の
皆
さ
ん
と
共
同
を
強
め
、
暮
ら
し
第
一
、
好
循
環
経

済
へ
の
予
算
の
実
現
に
全
力
を
あ
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

大田区から共同をさらに広げ
戦争法廃止・立憲主義を取り戻そう

区
民
要
求
実
現
の
た
め
、９
人
全
力
で
頑
張
り
ま
す

緊急要望申し入れ（要旨）
　１２月１日、党区議団は松原区長に対し、深刻な消費
不況から区民の暮らし、営業を守る越年対策に関する緊
急要望を行いました。

①　生活保護世帯へ、物価値上がり相当の特別手当・月
３０００円程度を支給すること。
②　前倒し発注を行い、業者の仕事確保を行うこと。
③　区内中小・零細業者のために年末特別融資を創設し
特別体制をとること。
④　年末・年始の閉庁の６日間、緊急相談窓口を開設し、
生活資金・応急小口資金の特別貸付、住宅喪失者の緊
急避難の住宅を確保すること。
⑤　認可保育園等の入園申し込みの締切日を１月１５日
まで延長すること。

超党派で宣伝行動
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法律相談のご案内
区議団顧問弁護士による、法律相談です。
お気軽にご利用ください。

１月21日（木）午後1時より
２月　4日（木）　午後1時より
場所　日本共産党大田区議団控室
（大田区役所10階）　☎5744ｰ1477
◎予約制です。お早めにお電話ください。

区
議
会
日
程
（
案
）

２
月

12
日
㈮　

請
願
・
陳
情
１
次
締
切

19
日
㈮　

定
例
会
（
第
１
日
）

24
日
㈬　

請
願
・
陳
情
２
次
締
切

25
日
㈭　

定
例
会
（
第
２
日
）

　
　
　
　

代
表
質
問　

金
子
議
員

26
日
㈮　

定
例
会
（
第
３
日
）

　
　
　
　

一
般
質
問　

す
が
や
議
員

３
月

９
日
㈬　

予
算
特
別
委
員
会

　
　
　
　

総
括
質
疑　

佐
藤
議
員

　
●　

議
会
へ
の
傍
聴
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
●　

請
願
・
陳
情
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

今
年
の
干
支
は
申
で
す

が
、
私
の
母
も
申
年
生
ま

れ
な
の
で
、
今
年
で
９６
に

な
り
ま
す
。

　

私
は
、
現
在
保
健
福
祉

委
員
で
す
が
、
国
は
医
療
や
介
護
の
切
り
捨
て
を
す

る
一
方
で
、
大
企
業
に
は
大
盤
振
舞
い
の
、
お
年
寄

り
い
じ
め
の
政
治
で
す
。
区
政
も
国
の
言
い
な
り
で

す
。
今
年
は
、
住
民
の
み
な
さ
ん
と
の
共
同
で
、
政

治
変
革
の
大
き
な
流
れ
を
つ
く
る
た
め
奮
闘
し
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
竹
　
辰
治

　

大
田
区
で
も
年
末
、
有

資
格
保
育
士
が
確
保
で
き

ず
、
認
証
保
育
所
閉
鎖
は

行
政
の
責
任
で
あ
り
、
問

題
で
す
。
可
愛
い
子
ど
も

達
の
た
め
、
認
可
保
育
園
の
増
設
や
働
く
人
た
ち
の

賃
金
引
き
上
げ
、
公
的
保
育
制
度
拡
充
の
た
め
努
力

し
ま
す
。
ま
た
私
は
、
保
育
料
の
審
議
会
の
メ
ン

バ
ー
で
す
か
ら
、
値
上
げ
を
ス
ト
ッ
プ
す
る
た
め
頑

張
り
ま
す
。
子
ど
も
達
の
笑
顔
輝
く
時
代
へ
、
全

力
！　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
が
や
　
郁
恵

　

大
田
区
が
昨
年
行
っ
た

区
政
世
論
調
査
で
区
に
望

む
施
策
１
位
は
「
防
災
対

策
」
で
し
た
。
引
き
続
き

区
民
の
中
に
防
災
意
識
の

高
ま
り
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
、
区
は
私
た
ち
が
強
く

求
め
た
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
等
の
全
世
帯
へ
の
配
布

を
行
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
震
災
時
に
お
け
る
区
民

施
設
の
避
難
計
画
の
具
体
化
や
ア
ス
ベ
ス
ト
の
飛
散

対
策
等
、
防
災
計
画
は
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
す
。
引

き
続
き
区
民
目
線
で
の
防
災
対
策
強
化
を
求
め
て
い

き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
　
伸

　

原
発
再
稼
働
は
各
地
で

進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
新
基
準
は
、
原
子

力
規
制
委
員
会
自
ら
「
絶

対
的
な
安
全
性
が
確
保
で

き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
述
べ
る
ほ
ど
の
曖

昧
さ
で
す
。
脱
原
発
に
踏
み
出
し
国
際
都
市
お
お
た

と
し
て
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
取
り
組
む
社
会
的

姿
勢
を
国
内
外
に
示
す
こ
と
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
し
小
型
風
力
発
電
な

ど
で
区
内
の
仕
事
お
こ
し
に
も
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
井
　
り
ょ
う
じ

　

大
田
区
で
は
、
来
年
度

か
ら
介
護
保
険
の
新
総
合

事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
、
要

支
援
１
・
２
の
訪
問
通
所

サ
ー
ビ
ス
が
保
険
サ
ー
ビ

ス
か
ら
区
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
に
移
行
さ
れ
ま
す
。
現

行
サ
ー
ビ
ス
は
「
み
な
し
事
業
」
と
し
て
３
年
間
は

継
続
さ
れ
ま
す
が
、
利
用
者
の
方
々
が
今
後
も
安
心

し
て
介
護
が
受
け
ら
れ
る
体
制
を
つ
く
る
た
め
に
、

自
身
の
経
験
を
活
か
し
て
頑
張
り
ま
す
。

あ
ら
お
　
大
介

　

京
急
蒲
田
西
口
駅
前
再

開
発
ビ
ル
建
設
で
、
再
定

住
で
き
ず
立
ち
退
か
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
住
民
が
６

割
に
も
な
り
ま
す
。
一
方

で
マ
ン
シ
ョ
ン
売
買
に
よ
り
巨
大
な
利
益
を
上
げ
た

の
が
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
で
す
。
再
開
発
事
業
は
多
額
の

税
金
を
投
入
し
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
に
多
額
の
利
益
を

保
障
す
る
の
が
本
質
で
す
。
雑
色
駅
前
再
開
発
計
画

は
中
止
し
、
住
民
と
共
に
再
定
住
で
き
る
街
づ
く
り

を
進
め
る
べ
き
で
す
。

黒
沼
　
良
光

　

セ
ー
ラ
ム
市
に
親
善
訪

問
し
た
議
員
が
、
１６
人
の

少
人
数
学
級
に
つ
い
て
、

大
田
区
政
に
反
映
す
る
の

は
別
問
題
と
発
言
し
ま
し

た
。
今
年
こ
そ
、
少
人
数
学
級
に
踏
み
出
す
年
に
。

学
校
図
書
館
に
、
専
任
司
書
を
配
置
す
る
こ
と
も
急

務
で
す
。
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
な
く
、
専
任

で
。
子
ど
も
の
た
め
に
こ
そ
、
区
民
の
税
金
を
使
う

区
政
に
し
ま
し
ょ
う
！

金
子
　
悦
子

　

安
倍
内
閣
が
打
ち
出
し

て
い
る
「
１
億
総
活
躍
社

会
」
は
、
高
齢
者
、
若

者
、
女
性
を
、
「
労
働
力

確
保
」
の
名
の
も
と
に
労

働
法
制
の
規
制
緩
和
に
よ
り
、
安
上
が
り
な
労
働
力

を
つ
く
り
出
し
活
用
す
る
方
針
で
す
。
既
に
区
役
所

内
で
は
４
割
が
非
正
規
雇
用
で
す
。
医
療
・
介
護
・

教
育
・
福
祉
で
働
く
人
々
の
低
賃
金
、
不
安
定
労
働

で
は
区
民
サ
ー
ビ
ス
は
低
下
し
ま
す
。
人
材
確
保
策

が
急
務
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
水
　
菊
美

　

町
の
中
か
ら
あ
そ
こ
の

工
場
・
文
具
・
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
店
な
ど
が
廃
業
・
撤

退
の
声
を
次
々
に
耳
に
し

ま
す
。

　

増
税
と
社
会
保
障
の
値
上
げ
と
切
り
捨
て
、
大
企

業
の
仕
事
切
り
に
よ
る
も
の
で
す
。
大
田
区
は
も
の

づ
く
り
中
小
企
業
・
業
者
、
商
店
街
の
町
で
す
。
こ

こ
が
元
気
に
な
ら
な
け
れ
ば
区
の
発
展
は
あ
り
ま
せ

ん
。
中
小
企
業
の
町
を
守
る
た
め
に
頑
張
り
ま
す
。

藤
原
　
幸
雄

区 政 懇 談 会
　予算案発表を受け、区政懇談会を行いま
す。どなたでも参加できます（入場無料）。

日時　２月22日（月）午後６時半～
場所　消費者生活センター

大集会室


